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4 月 9 日 に は , クジ ャ クチ ョ ウッ の 種 間 ナッ バリ が 観察 され , activity radius 移動 距離 の 変化 か ら , 静止 点 か ら 周 
囲 に 向け て 15m 程 度 の 往復 移動 を し て いた こと が 判っ た . また , その 反発 行動 の 起こ っ た 地点 の 範囲 か ら , ナッ バリ 
の 範囲 は 行動 思 (130.4m) の 内 の 63.7m の 範囲 で も っ た と 考え られ た . 

同年 8 月 31 に は , ルリ タテ へ ハハ 夏 型 2 個体 の 行動 圏 が 観察 され た . observation-area curve, activity radius, 移 
動 距 離 か ら , 2 個体 の 行動 圏 の 面積 は 31.9mi (L), 40.8m (M) で あっ た と 考え られ た だ た. 上 個体 は AM 個体 より 優勢 
で , M 個 体 を 館 場 か ら 追 い 出 し て 餌 場 を 占有 し て いた こと か ら , 工人 個体 の ナン バリ は 錠 場 の 局 り の 約 0.28Yf と い 5 限 
られ た 狭い 範囲 さあ っ た と 考え られ た . 




























































































9. | 奥 ア マゾ ン 探 険 , 1973」 に み ら れ た ドク チョ ウ 類 を めぐ る 擬態 に つい て 高 橋 真弓 

トラ フ 型 の ドク チョ ッ に つい て は , 種 ご と の 多 型 現象 と , これ に と も な う 5 相互 の 擬態 が み ら れ , さら に トラ フ 型 の 
トン ボ マ ダ ラ と も 「 ミ ュー ラー の 擬態 ] を 示す . これ ら の トラ フ 型 色彩 に 対し て , 無毒 の 種 が 擬態 する 「 ベ イッ の 擬 
上 態 」 は , シロ チョ ウッ 科 な ど 多 く の グ ルー プ に ひろ が っ て いる . この 型 の 擬態 は か な り 古 い 歴 史 を も っ た も の と 考え ら 
れる . 刀 . melpomene と 万 . erato と の あい だ に は , それ ぞ れ の 多彩 な 地理 的 変異 に 応じ て の 見 事 な 擬態 が み ら れ 
る が , これ は より 新しい 時 代 に 形成 され た も の で あろ う . アマ ゾン 地域 で は , アカ スジ 型 の ドク チ 。 ウッ が 高度 な 「 ミ 
ュー ラー の 擬態 」 を 示す か が か, 他 の グル レー プア に これ を 模 條 する も の は すく な く , この 擬態 は も ふっ と ゃ も 新しい 時 代 に 形成 
され た 可能 性 か が か ある. そのほか, いく つか の ドク チョ ウ を めぐ る 擬態 の ある こと を 指摘 し た 



























































10. Theclini (ミド リ シ ジ ミ 族 ) Ai 系 統 枝 の 再 検討 三 枝 豊 平 
白水 ・ 山 本 (1955) の シジミ チョ ウッ ウ 科 Theclini の 系 統 図 で は Ai 系 統 枝 は 4rtopoetes と Laeosopis を 含む 
B。 系 統 校 と , Bi 系 統 枝 た 分かれ, 後者 は Ussuriana, Coreana, Gonelilia と Shirozua, Thecla, Cordelia の 2 
群 に 分 化し た と 推定 され て いる . Ussuriana, Coreana, Artopoetes の 3 属 に 関す る 限り 1 齢 幼 昌 の 肌 部 刺 毛 の 形 
質 は 上 の 系 統 関係 を 支持 する も る の で ある が , Shirozug と Thecla を 含め る と 著しく 不調 和 に な る . SZzzozz@ は 中 
胸 か ら 第 7 腹 節 まで ほとん ど 同 規 的 刺 毛 配列 を 示し , し か ゃ 他 の 種 で 中 胸 に し か 残ら な い DA lenticle を これ ら の 
人 節 に 具 え , 第 7 腹 節 に DA 刺 毛 を 残し て いる . また 後 現 裏面 の 第 6 8 条 の 状態 は Arhopalini や Strymonidia 
と 共通 の 原始 的 な 次 紋 構成 を 示し て いる . この こと と は 本 属 が Theclini の 祖先 種 が これ ら の 原始 的 形質 を 保有 し て い 
た 段階 で 分 化し て きた こと を あら わし て いる . Skirozug は 本 族 の 進化 の 最も 初期 に 他 の 属 と は 独立 の 系 統 枝 と し て 
分 化し , 幼虫 刺 毛 の 羽毛 状 化 や 胸 脚 の 伸長 , 半 肉 食性 等 の 特 化 し た 形質 を 獲得 し て 現在 に いた っ た 属 と 考え られ る . 
hecla は 第 6 一 8 条 に Shirozxa と 類似 し た 原始 的 状態 を 残し て いる が , AD 1enticle が 中 胸 に 限定 され る 点 は 残 
り の 属 と の 新 形 質 共 有 (Synapomorphy) と 考え られ る . 本 属 は 幼虫 刺 毛 や 体形 に 特 化し た 傾向 は ある が , それ ら は 
oz7oz の と 共通 性 が 少な い . 本 属 は SZz7ozzzg に 次 いで 他 の 属 の 祖先 種 と は 異な っ た 系 統 核 と し て 分 化し た も る の で 
あろ う . 上 記 2 属 を 除い た Au 系 統 枝 は お そら く AzxAs 系 統 枝 と 姉妹 群 関係 を 示す が , Ai 系 統 枝 の 中 で は まず 
Cordelia—Gonelilia 群 と 残り の モク セイ 科 食 の 4 属 を 含む 群 が 姉 妹 群 と し て 分 化し た と 推定 し た 方 が , 8 交尾 器 や 
斑紋 な ど を より 合理 的 に 説明 で きる . この 系 統 関係 の 解明 に は Cordelia の 生活 史 の 研究 が 不可 欠 で ある ,※* 

























































































11. 照葉樹 林 の シャ チ ホ コガ 中 臣 謙太 郎 
照葉樹 の 典型 的 な 例 は タマ バキ で ある . これ に 固有 な クロ シタ シャ チ ホ ュ の 幼虫 は 1970 年 に 発見 され た . ヤブ プッ バキ 
の 分 布 に 従っ て 温帯 樹林 まで 入り 込み , さら に 北方 まで 成虫 が 分 布 す る の で , ユキ ッ バ キ を $ ゃ 食 樹 と する も の と 考え 
られ る . 近 縁 の ホ ツ バネ グロ シャ ナチ ホコ は , ツバ キ 科 の ヒサ カキ を 食 樹 と する . この 幼虫 は , 1916 年 に 長野 菊次郎 に 
よっ て 図示 され て 以来 , 60 年 も の 間 再 発見 され な か っ た . 1971 年 , 演者 は , 台北 陽明 山 に お いて , モ サ カキ か ら 原 亜 
種 の 幼虫 を 発見 , 長野 の 図 に よく 合う こと を 確認 し た . 本 邦 で は , 1976 年 7 月 上 旬 , 佐渡 小木 で 再発 見 を 果たし た . 
小木 は 照葉樹 林 帯 で , ヒサ カキ の 多い 林 は , ツバ キ , ウル シ , コバ ノ ト ネリ ュ が 密生 し , 上 部 は ュ コナラ の 痴 木 が 義 
う . ツバ キ 科 の 樹木 は 温帯 林 で は , 落葉 の ヒメ シャ ラ , ナッ ツバ キ が 現れ る が , これ に 固有 な オオ ネグロ シャ チ ホ コ 
















































































*【 訂 正 】 蝶 と 蜂 Vol. 27, No. 3 (1976 年 10 月 ) に 下記 の 誤り が ある の で 訂正 する . 


p. 125 ミド リ シ ジ ミ 類 の 幼生 期 の 研究 (1 ) 
本 文 11, 12 行 目 symplesiomorphy ( 誤 ) > synapomorphy ( 正 ) 














(三枝 豊平 ) 
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は , 上 記 2 種 と 近 継 で ある . また 近 縁 の フタ ジマ ネグロ シャ チ ホ コ は , ハイ ノ フキ 科 の サッ フタ ギ を 寄主 植物 と し て い 
る . 東亜 に 多く の 種 の 分 化す る ネグロ シャ チ ホ コ 類 の 食 樹 が , ツバ キ 科 , ハイ ノ キ 科 か ら ど ん な 展開 を 見 せる か 興味 
深い . 

常緑 の カシ 類 に 固有 な シャ チ ホ ュ ガ は 発見 され て いな い . ホソ ツバ シャ チ ホ っ ュ は, 常緑 , 落葉 いずれ の ヵ シ 類 に も 広 
くつ く . 南 九 州 , 大 隅 半 島 の 基部 , 高 隈 山 で は , アカ ガ シ に セ ダ カ シャ チ ホ コ ュ が つく . この 成虫 は 赤 味 が 強く , 一 見 
し て 本 州 , 四国 の 個体 と 区 別 で きる . し か し 高尾 山 で は , セ ダ カ は 落葉 の ユナ ラ , クヌギ の ほか , 常緑 の アラ カシ に ヒ 
も つく . 九州 , 南西 諸島 か ら 台 湾 に か け て 分 布 す る 赤 味 の 強い セ ダ カ は , 別種 と な る 可能 性 も ある が , 食性 に 明らか 
な 違い が ある か ど うか は , さら に 多く の 観 宗 例 が 必要 で あろ う . ほか に 照葉樹 林 帯 に 生息 する 種 と し て は , ナチ アオ 
シャ ナチ ホコ , テイ キチ シャ チ ホ コ な ど が 挙げ られ る が , 寄主 植物 は 全く 手がかり が な い 








12。 日 本 産 ス ガ ( 巣 峨 ) 科 総説 森 内 茂 
スガ 科 Yponomeutidae Stephens, 1829 (s. 1at. ) の 上 位 分 類 群 の 系 統 体系 と , 28 属 107 種 より な る 日 本 産 ス が 
の 大 要 に つい て 略 説 し た . 日 本 産 の 属 ・ 種 は つぎ の よう に まとめ られ る . 
1. Yponomeutidae Stephens, 1829 王 Hyponomeutidae of authors スガ 科 
i. Plutellinae Guenee, 1845 クチ ブサ ガ 亜 科 





A. Plutellini Guenee, 1845 クチ ブサ ガ 族 ……… 6 属 26 種 
B. New tribe 上 …@ い ーー ドド ドド ドド トト に て て し に うく くく しく くし 日 本 に 分 布 し な い 
抽 。 New subfamily ニセ スガ 亜 科 ……… ド ーー 1 属 9 種 
iii. Yponormeutinae Stephens, 1829 スガ 亜 科 
G New tribe ツボ メ スカ my opro。 1 属 3 種 
D. Yponomeutini Stephens, 1829 スガ 族 
a. New subtribe ギン バネ スガ 亜 族 …… ド ーー… 2 属 3 種 
b. Yponomeutina Stephens, 1829 スガ が 亜 族 …… 16 属 40 種 
II. Argyresahiidae Stainton, 1854 メ ム シ ガ 科 ……… 2 属 26 種 














詳細 は , 現在 印刷 中 で あり , 1977 年 3 月 発行 の 抽 著 Moriuti, S., Fauna Japonica, Yponomeutidae s. 
lat. (HInsecta : Lepidoptera). B5, vi+328+95 頁 , 95 図 版 二 1 原色 口絵 , 27, 000 円 , 盛 学 出版 ) を 見 られ た い . 
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